
令和 5年度 入学者選抜試験問題

一般選抜 令和 5年 1月 28日

数 学 (60分 )

注意事項

1 試験開始の合図があるまで,こ の問題冊子の中を見てはいけません。

2 この問題冊子は16ペ ージあります。ただし,出題ページは下記のとおりです。

4,6,8,10,11ベ ージ

3 試験中に問題冊子の印刷不鮮明,ページの落丁・乱丁および解答用紙の汚れ等

に気づいた場合は,手を挙げて監督員に知らせなさい。

4 解答用紙には解答欄以外に次の記入欄があるので,その説明と解答用紙の「記

入上の注意」を読み,それぞれ正しく記入し,マ ークしなさい。

① 受験番号欄

受験番号を記入し, さらにその下のマーク欄にマークしなさい。正しくマー

クされていない場合は,採点できないことがあります。

② 氏名欄

氏名・フリガナを記入しなさい。

5 試験開始後30分間および試験終了前 5分間は退出できません。

6 この表紙の受験番号欄に受験番号を記入しなさい。この問題冊子は試験終了後

回収します。

|1 解答上の注意

1 「解答上の注意」が,裏表紙に記載してあるので,こ の問題冊子を裏返して必

ず読みなさい。ただし,問題冊子を開いてはいけません。

受 験 番 号
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解答上の注意

解答はすべて解答用紙の所定の欄にマークしなさい。

問題の文中の ア イ ウ などには,特に指示がない限 り,数字 (0～ 9),

符号 (― ,± ), 自然対数の底 (θ)の いずれかが入 ります。ア,イ ,ウ ,。
‥の一つ一

つが, これらのいずれか一つに対応 します。それらを解答用紙のア,イ ,ウ ,・
‥で示

された解答欄にマークして答えなさい。

なお,解答用紙に 4つある解答欄の左肩の数字は,それぞれ大間の番号を表します。

例 1 アイウ に -83と 答えたいとき。

量:  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 θ

ア ⑨ ②
イ OOO
ウ OO⑨ ① ② l④ ⑤ ⑥ ① ( )⑨ ②

分数形で解答する場合は,既約分数で答えなさい。符号は分子につけ,分母につけて
はいけません。

エ オ

例 2 に―
=と

答えたいときは,元生として答えなさい。

４
１
１

力

４
１
１ ― :±  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9  θ

工 )OOO② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨ ②
オ

∩
）

力 OO
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(問題は次ページから始まる)
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袋の中に赤玉 3個 と白玉 3個が入っており,袋の外に自玉がたくさんある。この袋

の中から1個の王を取 り出して色を確認し,赤玉ならその玉の代わりに袋の外の白玉

を 1つ袋に入れ,白玉ならその玉を袋に戻す。

この操作を繰 り返し,袋の中の玉がすべて白玉になるか,ま たは白玉を取 り出した

回数の合計が 2回 になったところで操作を終了する。

ア

(1)2個 目の玉を取 り出したところで操作が終了となる確率は である。

3個 目の玉を取 り出したところで操作が終了となる確率は である。
エ オ

(2)4個 目の王 を取 り出し,かつその玉が 3個 目の赤玉である確率は で

キ ク

ある。

(3)4個 目の玉を取 り出し操作が終了となったとき,自玉が袋から連続して取 り出さ

ケ コ

れている条件付 き確率は である。
サ シ

イ

ウ

カ
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(下 書 き 用 紙)

数学の試験問題は次に続 く。
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つ
こ

χァ平面上の楕円 θ

負であるものをFl,正であるものを F2と する。また θとッ軸との 2つの交点のうち,

y座標が負であるものをAと するとき,FlA=2/5が 成 り立っている。

^´

2    4,2

)十ナ =1(α >わ >0)は円χ2+ノ2=任 >0)を

海子

χ軸をもとにしてノ軸方向にニ
テ
ー倍したものである。Cの 2つの焦点のうち,χ 座標が

このとき,γ =

ある。

であり,Flの座標はア

`

ヽ

ヽ

ノ
0 で

(1)直線 FlAに平行な楕円 θの接線のうち,y切片が正であるものをιとすると,0

の方程式はノ=一 エ オ である。χ 十

また,Pを楕円ε上の点とするとき,三角形 FlAPの 面積の最大値は

ケ +1

2

であ り, このとき点 Pの χ座標は コ である。

(2)Qを 楕円θ上の第1象限の点とする。三角形 QFlF2の 内心をIと し,点 Q,点 I

のァ座標をそれぞれノQ,yIと するとき

ツQ==

が成 り立つ。

サ yI

また,点 (0,夕Q)を焦点,直線夕=yIを準線とする放物線が点Qを通るとき

)

ン ス

νQ==
セ

である。

イ ウ

力

-6-

□ √匝コ (



数学の試験問題は次に続 く。

(下 書 き 用 紙)
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う
０ 空間内に平行四辺形 ABCDを底面とする四角錐 0-ABCDが あり,平行四辺形

ABCDは AC=/石T,BD=γ /21~を 満たしている。また,線分 ACと線分 BDの交点

をHと すると,直線 OHは平面 ABCに垂直で

砿・面=―÷雨・雨=け ,砿・面=誓

が成 り立っている。このとき

OA=

である。

ア イ , OB=

(1)AB= , BC= である。

また,平行四辺形 ABCDの面積を Sと すると,S= ケ コ サ である。

(2)線分OAの中点をP,線分OBを 3:1に 内分する点をQ,線分 ODを 1:3に

内分する点をRと し,平面PQRと 直線 OCの交点をTと する。OTを OCを用い

て表すとOT
ン

OCである。線分PTと 線分QRの交点をUと するとき,

ス セ

OUを OA,OCを 用いて表すと

OU
ソ

(OA+OC)
タ チ

である。

また, UO・ UD

ι(ノ 1
ツテ ト

=ω l, OH・ OA=ω 2と するとき

Zι

'2

である。

ナ

ウ

キ ク
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(下 書 き 用 紙 )

数学の試験問題は次に続 く。
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И
π

%を正の整数とする。関数ん (χ)を

ス(χ)=cos χ,

で定める。

(1)数列 lα″|,lι″|を

′_■

ん+1(χ)=光
3 cosχ

(sinχ
_sin′

)光 (ι)ご′(π =1,2,3,・……
)

ごん
ｒ

ノ
ｏ

〓α

′二

b″ =光°
(Sin′)ん (′ )ごι

によって定義すると

ア

,bl
工

α″.1

b″

α″― b″

b′

である。よって

α″+2

が成 り立つ。

ケ サ

α″

コ

ス

α″

セ ツ

ウ

イ

オ キ

カ ク

ンヽ
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タ

(2)η が奇数のとき

ん(χ)=

である。

ただし,

から選べ。

であり,"が偶数のとき

ん(χ)=

COS χ

チ ツ

ナ ヌ

)

sin2x COS χ

7~ にはそれぞれ最も適切なものを次の◎から②のうち

◎ η-2 η -1

2-1

② 4 ③ η+1

%+1

2
④

π

―

-1

2

チ ツ

⑤ ③÷ ②
乙2

不
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